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研究成果の概要 

１．ガロール基とウレア基からなる接着層の形成と高分子薄膜への応用 

ガロール基を含む没食子酸とカルボジイミド（EDC）の溶液を混合し、任意の基材に滴下するだけで

高分子薄膜表面に簡便に接着層を付与する方法を見出した。具体的には、ポリジメチルシロキサン

（PDMS）からなる薄膜表面にシランカップリング剤を用いて導入したガロール基を起点として、没食子

酸中のガロール基と EDC 由来のウレア基が、PDMS 表面において可逆的な多点水素結合を形成すること

で接着層が形成された。PDMS 表面の多点水素結合ネットワークにより、伸縮性を維持したまま接着力

を約 130倍まで向上させることに成功した。 

２．レーザー誘起グラフェンを用いた薄膜状発熱デバイスの開発 

レーザー照射にてポリイミドを炭化させることでレーザー誘起グラフェン (LIG)を生成し、ポリ乳酸

薄膜に転写することで、LIG からなる薄膜状発熱デバイスを作製した。ポリ乳酸の柔軟性を利用して、

発熱デバイスをがん細胞を播種した培養皿の底面に貼付した。この時、LIG に近赤外光を照射したとこ

ろ、光熱変換によって LIG は発熱し、LIG のデザインと同形状の領域において選択的な細胞死を誘導

することに成功した。近赤外光は生体組織を透過するため、当該デバイスのがん温熱療法への応用が期

待される。 

３．薄膜状湿度センサの開発と植物蒸散活動計測への応用 

植物葉の蒸散活動を低侵襲に記録することは、植物の健康状態の評価や農作物の生産量向上のため

に重要である。本研究では、自己ドープ型ポリアニリンを主成分とするセンサ複合層、金電極、エラス

トマー層から成る薄膜湿度センサを開発した。得られた薄膜センサを用いて、光の明暗に対する植物の

蒸散活動を測定することができた。本研究成果の薄膜状湿度センサは、化学接着材を使用せずに葉裏面

に貼付でき、光合成に基づく植物の葉の蒸散活動を記録できることが示唆された。 
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